
 

令和８年度 第１回福津市観光産業活性化協議会 次第 

日 時 令和 8 年５月 2９日（金） 午後 3 時 00 分～ 

会 場 福津市役所本館 2 階 庁議室 

委 員 □ 永松 毅文 □ 小役丸 秀一 □ 浄見 譲    □ 花田 千賀子 

□ 中川 久美 □ 塩川 浩一  □ 小島 恵   □ 大隈 信彦 

□ 山口 尚志  

事務局 □ 経済産業部長  髙山 康和  □ 商工観光課長  梶原 龍生 

□ 観光振興係長  村上 尚寛  □ 観光振興係   熊井 智之 

 

１．開会 

・会議録の作成方針の決定 

 

 

 

２．議事 

(１) 観光基本計画に基づく取り組み状況について（資料１・２） 

 

 

 

 

 

(２) 令和７年度福津市観光産業活性化協議会報告書案について（資料３） 

 

 

 

 

 

３．閉会 

 

 

■次回開催日   令和８年  月頃 

会場 福津市役所 
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令和８年 月 日 

 

福津市長  福井 崇郎 様 

 

福津市観光産業活性化協議会 

会長  永松 毅文 

 

令和 7 年度第 2 次福津市観光基本計画の中間見直しの結果について（報告） 

 

このことについて、下記のとおり報告します。 

 

記 

 

１．協議の結果                              

 本協議会では、第 2 次福津市観光基本計画（以下「観光基本計画」という。）

に基づく各種施策の取組状況について、令和 4 年度に引き続き 2 回目となる検

証を行いました。検証の方法については、観光基本計画に定める基本方針と、そ

れらに関連する基本施策ごとの代表的な取り組みについて、実績や課題を踏ま

えた協議を行うことで実施しました。協議の結果については、以下のとおり、基

本方針ごとにまとめて報告します。 

 

（１）基本方針１「国内外の人が何度も訪れたくなる魅力を磨く」 

・各種イベントや商品開発、体験型コンテンツは、本市の観光資源や地域資源を

活かした取り組みとして一定の成果が認められ、改善を重ねながら発展的に

実施している取り組みであることが確認でき、今後も継続して実施していく

べきものであると判断します。 

・各取り組みの認知度は高いとは言い難く、その原因は情報発信方法にあると考

えます。ホームページ等からユーザー自らが情報を取得する「プル型」の情報

発信と併せて、SNS を活用して積極的に発信する「プッシュ型」の情報発信

を行っていくことが必要です。 

・現在、本市に存在する観光資源を活用して、例えば、単に「いちご狩り」の提

供に留まるのではなく、「いちご大福づくり」も組み込んだ体験プログラムの

企画・造成や、DMO や観光協会、交通事業者等が連携して市内周遊ツアーを

【案】 
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企画する等、様々な体験プログラムの掛け合わせや事業者間の連携により、新

たな魅力が生まれ、より大きな成果につながることが期待されます。 

 

（２）基本方針２「観光交流施設・地域の機能強化」 

・「ふっくる」「ビーチハウス」「観光案内所＠光の道」は、各観光拠点において

来訪者の行動分析により、市内周遊を促進するために観光スポット周辺の観

光情報を発信する、あるいは、多くの来訪者に対応できるよう開館時間を柔軟

に変更する等の工夫を実施しているものの、更なる市内周遊促進や観光消費

額の拡大につながる可能性を有していると考えられ、今後も積極的かつ継続

的な改善が期待されます。 

・既存の取り組みについて、費用をかけずとも、より多くの事業者と連携するこ

とと実施方法等を工夫することで、より効果的な地域の賑わいが創出される

と考えます。 

・インバウンド誘客のための取り組みとして、インバウンドのニーズを把握し、

ニーズに合った情報発信を行うことが必要です。また、近隣自治体間でレンタ

サイクルの料金統一化を図り、広域で利用しやすい仕組みを構築することで

より高いインバウンド誘客効果が期待できます。 

・新原・奴山古墳群という世界遺産を観光資源として更に活用していくために

は、多くの市民に古墳群を認知してもらうための取り組みが必要です。 

 

（３）基本方針３「ブランドの構築や管理、販売促進のための活動を強化する」 

 ※令和８年度第１回協議会後、作成。 

 

 

 

２．まとめ                                 

協議の結果、各種取り組みについては、各々改善点はあるものの、本市の豊か

な自然環境や歴史的資源、農水産品といった観光資源の魅力を活かしたもので

あり、今後も改善を行いながら継続して実施すべきものであると考えます。 

一方で、各種取り組みに共通する改善点としては、情報発信の手法が挙げられ、

今後は、SNS を活用した「プッシュ型」発信を含む積極的かつ戦略的な手法の

検討と実践に取り組んでいくことを提言します。 

さらに、現在行われている取り組みに対し、「如何に付加価値を付けていくの
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か」が重要です。既存の取り組みや観光資源を掛け合わせることや、観光に関わ

る人や団体等が一層連携・協力することが付加価値を生み出す手法の１つであ

ると言えます。その付加価値が、観光基本計画に定める「滞在時間の延伸」や「観

光消費額の拡大」といった効果に繋がるものと考えます。 

以上を各種施策の取組状況に対する評価及び協議の結果として報告するとと

もに、本市における今後の更なる観光振興の発展を期待します。 

※令和８年度第１回協議会後にまとめについても加筆予定。 


